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従来法

AGM

目的
• 1細胞ゲノム解析 (循環がん細胞, CTC)
• 幹細胞培養・移植

(Lim M, 2018, Engler AJ, 2006)
• がんスフェロイド (Li Y, 2018)

課題
• 細胞の死滅

対策
• 試薬条件の至適化

アガロース
シェルのゲル化

AGMコア
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アルギン酸コア
のゲル化

オイル

100 µm

MCF7

• 細胞培養機材 +
Øデジタルスターラー (アズワン, 3万円)
Øデジタルボルテックスミキサー (Thermo Scientific, 4万円) 

作製方法 コア径の制御
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細胞生存率の改善
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AGM内での細胞培養

培養による， AGMからの
MCF7の回収
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• 動物細胞用AGM試薬キットを
開発し，AGM内でMCF7を培
養すると，球状のスフェロイ
ドを形成した．

• ゲルビーズにくらべ，AGMの
方が，生育が促進された．

• 今後AGM内の微小環境を用い
たがん細胞研究が期待される．
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【⽬的】アガロースゲル・マイクロカプセル
(AGM, Fig. 1)は，アガロースゲルのシェルと，アル
ギン酸溶液のコアから構成される，ハイドロゲル
マイクロカプセルである．AGM は，２段階のエマ
ルジョン中でのゲル化によるバッチ法により簡便
に作製され，スケールアップも容易である．これ
まで微⽣物の 1 細胞ゲノム解析において，pL スケ
ールのコア内でのゲノム DNA の多重置換増幅
(MDA)によって，増幅バイアスを抑制し，ゲノム全
体のカバー率を向上した．今回我々は動物細胞の
1 細胞ゲノム解析および AGM を⽤いた細胞移植
を⽬指し，AGM 内での動物細胞培養条件の確⽴を
試みた． 

 

【⽅法】従来の AGM 作製試薬に対し，溶液組成
を調製した動物細胞⽤ AGM 試薬キットを作製し，
マウス胚由来細胞株 C3H10T1/2 およびヒト乳がん
由来細胞株 MCF7 を包埋し，培養を試みた． 

 

【結果と考察】従来の AGM 試薬での⽣存率は
ほぼ 0%に対し，動物細胞⾄適後，約 80%の⽣存率
が⾒られた．AGM のゾル状コア中で，C3H10T1/2

および MCF7 を培養したところ，接触阻害がかか
る C3H10T1/2 は増殖しなかった．しかし接触阻害
がかからない MCF7 は，お互いを⾜場として増殖し，塊状のスフェロイドを形成した(Fig. 2)．以上
の結果から，AGM への安定な細胞の包埋と培養条件を確⽴した．今後は動物細胞⽤ AGM 試薬を⽤
いた，シングルセルゲノム解析と，細胞培養が期待される． 
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Fig. 1 アガロースゲル・ 
マイクロカプセル (AGM) 

Fig. 2 AGM内での MCF7の培養 
 
Bar: 100 µm 
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https://www.toyo.co.jp/agm/



